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 今年も残りわずかになり，なんとなく忙しくなってまいりました．関西支部が運営に携わった

「ビジネスショウKANSAI，経営フォーラム」および「関西支部講演会」は，関係者のご尽力によ

り盛況裡に終了いたしました．残る支部企画事業は12月22日に行われる「産学研究者交流会」

のみです．みなさまのご協力のもと，よりよい交流会を実現し，来年度の支部総会にて報告でき

ましたらと考えています．また，来年度の企画案も引き続き募集しております．ご要望がありま

したら，山下(nobuo@i.kyoto-u.ac.jp)までご連絡ください． 

 それではよいお年を． 

                                関西支部幹事・山下信雄 

 

１． 産学研究者交流会について 

  今年度も，本部から交付された運営費に基づいて，産学研究者交流会を開きます．  

 

    産学研究者交流会 

テーマ：「研究開発のマネジメント」 

主催：日本オペレーションズ・リサーチ学会関西支部 

日時：12 月 22 日（土）13時～16 時 

場所：関学梅田キャンパス（大阪市北区茶屋町 19-19） 

会場：アプローズタワー10 階 

参加費：無料 

プログラム： 

① 13 時～13 時 10 分  ＯＲ学会関西支部長挨拶 

京都大学情報学研究科教授 福島雅夫 氏 

② 13 時 10 分～14 時  「イノベーション・スーパーハイウェイ構想の概要とその実現に 

向けて ～産学官研究／技術ロードマップ・コミュニケーション～」 

岩手大学・東京電機大学客員教授 (経済産業省製造産業局ものづくり政策審議室長）  

渡邉政嘉 氏 

③ 14 時～14 時 50 分  「オンリーワン企業を目指したシャープの技術戦略」 

シャープ（株）総合技術開発室室長 米田旬 氏 

④ 14 時 50 分～15 時 20 分  休憩＆懇談 

⑤ 15 時 20 分～16 時  「研究開発のリスクリターンとＯＲの役割」 

関西学院大学経営戦略研究科教授 甲斐良隆 氏 
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講演概要 

１．渡邉政嘉 氏 

経済産業省で推進しているイノベーション・スーパーハイウェイ構想の基本的な考え方

について概略解説を行う。また、技術戦略マップを活用した産業技術政策の取り組みと今

後の展開について見解を述べる。併せて、学協会によっても研究／技術ロードマップ策定

の検討が開始されているが、これら様々な主体によって策定されているロードマップをコ

ミュニケーション・ツールとした活用する新たな産学官連携の可能性について提言を行う。 

［略歴］1990年 東京工業大学 理工学研究科博士課程前期修了 

2005年 東北大学 工学研究科博士課程後期修了 

1990年 通商産業省入省 

その後、資源エネルギー庁、外務省（オランダ）、経済産業省を経て 

2007年7月より現職 （博士(工学）） 

（人間中心設計推進機構評議委員、岩手大学客員教授、東京電気大学客員教授） 

 
２．米田旬 氏 

持続型企業を目指したシャープの「オンリーワン経営」と、その実現のためのものづく

り戦略、及びこれらを支える研究開発の役割と取組みを、当社研究開発の特長である「デ

バイス・商品のスパイラルアップ展開」と、組織の壁を越えた全社横串の開発制度「緊急

開発プロジェクトチーム」を中心に、実例を交えて紹介する。また、Ｒ＆Ｄから事業化へ

の流れを加速するための、今後の研究開発マネジメント変革への取り組みについても紹介

する。 

［略歴］1985 年 大阪府立大学 工学研究科電子工学専攻 修士課程修了 

     同年 シャープ（株）入社 

     2006 年 2 月より現職 

 
３．甲斐良隆 氏 

企業が永続的に成長していくには、コンスタントに成果を出し続ける研究開発が欠かせ

ない。そして、その成否は、個別研究の強さだけでなく、総体としてのマネジメントが重

要である。リスクとリターンのバランス、研究全体をポートフォリオとして捉える視点が

特に欠かせない。経営者が為すべきは、研究開発に潜む様々なトレードオフを明らかにし、

企業価値を最大化する方向で研究業務をデザインすることであり、そこでは、ＯＲが極め

て有効に働くと期待される。 

［略歴］1975 年 京都大学 工学研究科数理工学専攻 修士課程修了 

   同年 帝人（株）入社 

   その後、三菱信託銀行(株)、神戸大学経営学部を経て 

   2005 年 4 月より現職 （博士(商学)） 



２． 2008年春季研究発表会について 

    2008年春季研究発表会，シンポジウムは，関西支部が主催することになっております．詳細

は下記ホームページをご覧ください．既に，研究発表の受付が始まっております(締め切り

2008年1月7日)．よりよい研究発表会，シンポジウムにするために，皆様のご協力，ご参加

をお願いいたします． 

 

● 第59回シンポジウム 

日程：平成20年3月24日（月） 

場所：京都コンピュータ学院 京都駅前校（京都情報大学院大学） 

テーマ：「インターネットとOR」 

実行委員長：高橋 豊（京都大学） 

 

● 平成20年春季研究発表会 

日程：平成20年3月25日（火）～26日（水） 

場所：京都コンピュータ学院 京都駅前校（京都情報大学院大学） 

実行委員長：福島雅夫（京都大学） 

特別テーマ：「研究開発のOR」 

懇親会：平成20年3月25日（火） 

 

問合せ先(E-mail)：nc2008s@orsj.or.jp

ホームページ：http://www.orsj.or.jp/nc2008s/

 

３． メールアドレス，メーリングリストについて 

事務作業軽減のため，ニューズレターは電子メールでお送りしております．メールアドレ

スに変更があった場合は，山下(nobuo@i.kyoto-u.ac.jp)にご連絡ください．また，関西支

部会員のメールアドレスはニューズレター送付にのみ使わせていただいております．研究

集会などの案内は，ＯＲ学会本部が運営しておりますメーリングリスト：

orsj-ml@orsj.or.jpでお知らせいたします．まだ，ご加入しておられないかたは， 

是非，ご加入下さい．加入方法は http://www.orsj.or.jp/Members/MLhowto.htm 

をご覧下さい． 

 

４．来年度の企画について 

 現在，来年度の支部事業を企画中です．研究会や工場見学など，関西支部で行って欲し

い企画がございましたら，幹事の山下(nobuo@i.kyoto-u.ac.jp)までご連絡ください． 

 

文責：山下信雄(幹事) 
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